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２
０
０
８
年
の
年
頭
に
あ
た
り

ま
し
て
、
ま
ず
は
会
員
皆
々
様
・

な
ら
び
に
ご
家
族
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
、
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

今
、
わ
が
国
は
世
界
的
規
模
の

大
き
な
う
ね
り
の
中
で
、
戦
後
の

半
世
紀
を
支
え
て
き
た
日
本
独
特

の
経
済
運
営
や
文
化
・
風
土
に
根

ざ
す
組
織
的
運
営
な
ど
、
根
底
か

ら
枠
組
み
の
再
構
築
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

又
、
マ
ン
シ
ョ
ン
業
界
に
お
き

ま
し
て
は
、
こ
こ
数
年
の
内
に
居

住
者
に
と
っ
て
、
重
要
な
法
的
整

備
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
一
昨
年
の

夏
（
６
月
）
に
は
、
国
交
省
か
ら

「
住
生
活
基
本
法
」
が
、
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

昨
年
に
は
、
高
管
協
が
公
表
し

た
「
新
管
理
者
管
理
方
式
」
の
検

討
が
始
ま
る
な
ど
管
理
組
合
は
、

一
層
の
自
助
努
力
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
で
は
、
居
住
者
の
高
齢
化

に
伴
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
、
役

員
の
な
り
手
不
足
に
対
す
る
選
任

方
法
な
ど
押
し
迫
っ
た
課
題
も
多

く
あ
り
ま
す
。
建
物
・
設
備
の
老

朽
化
に
対
す
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
や
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
等
、
時
代

の
趨
勢
に
沿
っ
た
取
り
組
み
も
急

務
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
昨
年
秋
に
実
施
し
た
日
経
新

聞
の
調
査
で
は
、
日
本
に
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
が
で
き
て
５０
年
に
な
り

ま
す
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
居
住
し

て
い
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
マ
ン
シ

ョ
ン
生
活
を
営
む
上
で
守
る
べ
き

基
本
ル
ー
ル
を
理
解
し
て
い
な
い

人
が
、
居
住
者
の
半
分
以
上
見
受

け
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

平
成
１３
年
に
施
行
さ
れ
た
「
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
法
」
を
マ

ン
シ
ョ
ン
居
住
者
や
管
理
組
合
の

役
員
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
で
し

ょ
う
？　

ま
た
、
な
ぜ
で
き
た
法

律
な
の
か
、
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住

者
・
マ
ン
シ
ョ
ン
関
係
者
で
あ
れ

ば
一
度
は
、
目
を
通
す
必
要
が
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
適
正
化
法
、
設
定
の
背
景

に
は
、
今
後
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
の

管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
な
い
と
、

水
道
は
出
な
い
、
排
水
は
詰
ま

る
、
雨
漏
り
が
す
る
な
ど
、
居
住

環
境
を
悪
化
さ
せ
ま
す
し
そ
れ
だ

け
で
な
く
管
理
の
悪
い
マ
ン
シ
ョ

ン
か
ら
は
人
が
逃
げ
て
ゆ
き
ま

す
。
そ
う
な
れ
ば
、
社
会
資
本
と

し
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
廃
墟
化

し
、
そ
こ
に
不
法
侵
入
者
が
住
み

つ
き
、
ス
ラ
ム
化
し
て
深
刻
な
社

会
問
題
に
な
る
危
機
感
が
あ
る
の

で
す
。

又
、
基
本
問
題
で
あ
る
建
物
の

老
朽
化
の
進
行
、
賃
貸
化
の
増
加

や
滞
納
管
理
費
の
増
加
等
、
そ
し

て
救
い
難
き
居
住
者
の
高
齢
化
・

年
齢
差
に
基
づ
く
人
生
観
、
価
値

観
の
相
違
か
ら
く
る
合
意
形
成
の

難
し
さ
な
ど
、
改
め
て
実
感
い
た

し
ま
す
。
埼
管
ネ
ッ
ト
は
、
マ
ン

シ
ョ
ン
問
題
総
合
研
究
所
の
協
力

を
得
て
、
そ
の
問
題
解
決
に
懸
命

に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

①
「
二
つ
の
老
い
＝
建
物
の
老
朽

化
と
居
住
者
の
高
齢
化
」

表
題
の
「
二
つ
の
老
い
」
と

は
、
高
経
年
マ
ン
シ
ョ
ン
（
築
３０

年
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
）
で
、
起

こ
っ
て
い
る
「
高
経
年
化
に
伴
う

建
物
の
老
朽
化
に
よ
っ
て
管
理
コ

ス
ト
の
上
昇
と
居
住
者
の
高
齢
化

に
よ
っ
て
管
理
組
合
の
資
金
力
の

低
下
し
て
い
く
こ
と
が
同
時
に
進

行
す
る
問
題
」
を
指
し
て
い
る
。

「
二
つ
の
老
い
」
に
対
し
て
一

昨
年
の
秋
、
全
管
連
と
日
本
経
済

新
聞
社
が
全
国
２０
年
以
上
の
マ
ン

シ
ョ
ン
を
対
象
に
共
同
で
実
態
調

査
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
資

金
面
で
は
長
期
修
繕
計
画
に
対
し

て
修
繕
積
立
金
不
足
マ
ン
シ
ョ
ン

が
、
４３
・
４
％
高
齢
化
の
面
で

は
、
世
帯
主
の
最
多
世
代
が
５０
歳

未
満
と
応
え
た
マ
ン
シ
ョ
ン
が

６
・
４
％
、
で
、
逆
に
５０
歳
以
上

が
占
め
る
割
合
は
、
７７
・
３
％

（
内
、
６０
歳
以
上
の
占
め
る
割
合

は
３７
・
６
％
）
に
上
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
か
ら

全
国
の
築
２０
年
以
上
の
マ
ン
シ
ョ

ン
の
約
４３
％
以
上
が
、
資
金
不
足

と
高
齢
化
と
い
う
問
題
に
直
面
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

②
「
新
管
理
者
管
理
方
式
に
つ
い

て
」

住
民
の
高
齢
化
や
賃
貸
化
な
ど

に
よ
り
、
今
後
役
員
の
な
り
手
不

足
の
深
刻
化
も
予
想
さ
れ
、
一
昨

年
高
管
協
が
公
表
し
た
も
の
。

「
管
理
の
主
体
は
管
理
組
合
に

あ
る
」
と
い
う
適
正
化
の
主
体
が

大
き
く
揺
ら
ぐ
、
新
管
理
者
方
式

（
理
事
長
や
理
事
を
な
く
し
、
管

理
者
に
管
理
会
社
の
社
員
が
な

る
）
と
い
う
も
の
。

・
区
分
所
有
法
、
第
３
条
で
管
理

者
を
明
文
化
し
て
い
る
が
就
任

要
件
は
無
く
自
然
人
・
法
人
を

問
わ
ず
、
も
と
も
と
区
分
所
有

者
以
外
の
第
三
者
で
も
な
れ
る

と
し
て
い
る
。

・
標
準
管
理
規
約
は
、
理
事
会
役

員
資
格
を
、
居
住
す
る
区
分
所

有
者
に
限
定
、
理
事
長
が
区
分

所
有
法
上
の
管
理
者
に
就
任
す

る
旨
の
規
定
が
あ
る
。

昨
年
、
検
討
委
員
会
が
設
立
さ

れ
、
現
在
委
員
会
に
お
い
て
現
行

の
標
準
管
理
規
約
と
並
列
的
に
別

の
標
準
管
理
規
約
を
作
成
し
、
管

理
者
方
式
か
・
理
事
会
方
式
か
を

選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
法
も

検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
法

制
化
さ
れ
る
と
管
理
組
合
（
マ
ン

シ
ョ
ン
居
住
者
）
も
性
根
を
す
え

て
決
断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。

新
年
の
ご
挨
拶

特
定
非
営
利
活
動
法
人�

埼
管
ネ
ッ
ト
会
長

佐
々
木　

一
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謹
賀
新
年

本
年
も　

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

環
境
の
世
紀

新
年
を
む
か
え
、
景
観
に
関
す

る
居
住
・
地
域
環
境
、
温
暖
化
防

止
の
地
球
環
境
、
環
境
共
生
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
環
境
の
短
文
を
書
き

ま
す
。

『
景
観
の
良
い
マ
ン
シ
ョ
ン
』

３２
年
前
に
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を

購
入
。
武
蔵
野
線
の
新
座
駅
か
ら

歩
い
て
十
数
分
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
七
階
建
て
百
戸
の
六
階
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
旧
川
越
街
道
に

沿
っ
て
お
り
、
東
向
き
の
ベ
ラ
ン

ダ
か
ら
眼
下
に
街
道
沿
い
の
農
家

と
ケ
ヤ
キ
の
屋
敷
林
、
右
方
向
に

は
平
林
寺
の
保
安
林
。
玄
関
を
出

れ
ば
、
西
南
の
は
る
か
遠
方
に
は

美
し
い
姿
の
富
士
。
四
季
の
う
つ

り
か
わ
り
は
眼
を
楽
し
ま
せ
、
遠

景
は
心
を
休
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
ん
な
マ
ン
シ
ョ
ン
を
選
ん
だ

の
は
、
こ
れ
ま
で
の
住
居
生
活
の

景
観
が
良
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ

う
。
生
ま
れ
た
農
家
は
南
向
き
、

一
面
の
水
田
と
遠
方
に
山
並
み
。

社
会
人
に
な
っ
て
、
京
都
の
一
戸

建
か
ら
大
文
字
や
東
山
の
眺
望
。

『
京
都
市
の
新
し
い
景
観
政
策
』

古
都
・
京
都
市
は
、
景
観
の
保

全
と
創
造
に
向
け
【
京
都
市
眺
望

景
観
創
生
条
例
】
を
昨
年
九
月
に

施
行
。
世
界
遺
産
十
四
社
寺
を
含

む
三
十
八
カ
所
に
視
点
を
も
う

け
、
眺
望
や
借
景
保
全
の
た
め
建

築
物
の
高
さ
や
デ
ザ
イ
ン
を
規
制
。

桝
本
頼
兼
市
長
は
「
五
十
年
、

百
年
後
を
見
据
え
、
世
界
に
誇
る

歴
史
都
市
の
景
観
を
保
全
、
再
生

し
、
未
来
に
伝
え
て
ゆ
く
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
京
滋
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

対
策
協
議
会
の
谷
垣
千
秋
幹
事

「
景
観
意
識
の
高
い
京
都
で
は
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
に
反
対
。
周
辺
住

民
が
納
得
す
る
高
さ
の
マ
ン
シ
ョ

ン
に
住
む
こ
と
も
大
切
」

国
交
省
景
観
室
「
欧
州
で
は
歴

史
都
市
に
厳
し
い
規
制
は
常
識
。

前
例
の
な
い
取
組
に
注
目
」

『
温
暖
化
防
止
・
京
都
元
年
』

昨
年
の
猛
暑
は
忘
れ
ら
れ
な

い
。
八
月
十
六
日
に
、
埼
玉
県
熊

谷
と
岐
阜
県
多
治
見
で
は
84
年
ぶ

り
に
四
○
・
九
度
の
最
高
温
度
を

記
録
。

一
九
九
七
年
末
、
世
界
約
百
七

十
カ
国
が
京
都
に
参
集
。
日
本
が

議
長
国
、
先
進
国
の
一
九
九
○
年

比
の
温
暖
化
ガ
ス
削
減
率
を
定
め

た
【
京
都
議
定
書
】
を
採
択
。
関

係
各
国
が
批
准
、
○
五
年
に
発
効
。

本
年
を
京
都
元
年
と
し
て
五
年

間
に
、
先
進
国
は
議
定
書
通
り
温

暖
化
ガ
ス
を
削
減
。
米
国
が
未
だ

批
准
し
て
お
ら
ず
残
念
。
以
上
の

あ
ら
ま
し
は
本
誌
78
号
に
紹
介
。

日
本
の
義
務
は
九
○
年
比
で
六

％
ガ
ス
削
減
。
六
～
八
％
増
の
状

況
か
ら
十
数
％
減
は
容
易
で
な
い
。

産
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
は
、

省
エ
ネ
と
排
出
権
の
大
量
取
得

で
、
削
減
目
標
に
大
き
く
前
進
。

（
註
）
排
出
権　

先
進
国
は
省

エ
ネ
技
術
や
資
金
に
よ
っ
て
途
上

国
か
ら
ガ
ス
排
出
権
を
取
得
。

一
方
、
運
輸
、
業
務
や
家
庭
部

門
で
は
、
削
減
目
標
の
達
成
が
厳

し
い
状
態
で
、
効
果
的
な
削
減
策

を
模
索
中
。

日
本
は
排
出
権
の
購
入
や
森
林

整
備
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

早
く
も
二
○
一
三
年
以
降
の

【
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
】
へ
の
取

組
が
国
際
的
に
議
論
。
温
暖
化
防

止
に
は
、
今
後
二
十
─
三
十
年
の

努
力
と
投
資
が
大
切
。

『
温
暖
化
防
止
・
バ
イ
オ
燃
料
』

自
動
車
燃
料
に
植
物
か
ら
製
造

し
た
エ
タ
ノ
ー
ル
使
用
は
、
温
暖

化
ガ
ス
の
変
動
が
な
く
、
排
出
量

を
ゼ
ロ
と
し
て
計
算
で
き
ま
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
米

国
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
、
世
界

の
バ
イ
オ
燃
料
の
七
割
を
生
産
。

バ
イ
オ
燃
料
は
世
界
の
ガ
ソ
リ
ン

消
費
の
二
・
五
％
（
熱
量
比
較
）

に
達
し
た
も
よ
う
。
生
産
価
格
は

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
四
十
円
程
度
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
国
内
で
は
、
ガ
ソ

リ
ン
に
二
十
数
％
混
合
を
義
務
づ

け
て
い
ま
す
。

日
本
も
産
官
学
共
同
で
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
の
低
コ
ス
ト
量
産
技

術
の
開
発
に
着
手
。

稲
わ
ら
や
も
み
殻
、
解
体
建
築

木
材
な
ど
割
安
で
大
量
入
手
で
き

る
廃
材
を
利
用
。
二
○
一
五
年
に

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
生
産
コ
ス
ト
四

十
円
の
国
際
水
準
を
目
指
し
ま
す
。

『
環
境
共
生
の
マ
ン
シ
ョ
ン
』

高
断
熱
・
高
気
密
構
造
の
冷
暖

房
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
太
陽
光

発
電
、
雨
水
の
再
利
用
施
設
、
廃

棄
物
削
減
の
生
ゴ
ミ
処
理
機
、
既

存
樹
木
の
保
存
、
屋
上
緑
化
。

以
上
は
、
環
境
共
生
マ
ン
シ
ョ

ン
に
採
用
さ
れ
た
要
素
技
術
の
一

部
で
す
。

【
環
境
共
生
住
宅
】
地
球
環
境

の
保
全
、
地
域
周
辺
環
境
と
の
親

和
性
、
居
住
環
境
の
健
康
・
快
適

性
の
３
目
的
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実

現
し
た
住
宅
（
戸
建
・
集
合
）。

新
築
に
際
し
、（
財
）
建
築
環

境
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
構
に
申
請

し
審
査
を
う
け
、【
環
境
共
生
住

宅
】
と
認
定
さ
れ
る
と
、
融
資
や

補
助
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
、

販
売
や
転
売
の
際
に
は
品
質
保
証

に
な
り
ま
す
。

平
成
十
一
年
か
ら
十
七
年
ま
で

の
認
定
戸
数
は
次
第
に
増
加
し
て

い
る
が
少
な
い
。
官
も
協
力
し

て
、
企
業
の
推
進
協
議
会
が
積
極

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
改
良
時
に
も
、
環

境
共
生
の
考
え
方
や
要
素
技
術
は

参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合
研
究
所
理
事
長

喜
田　

大
三
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納得、安心のできる管理

☆ 総合管理の受託から自主管理の応援まで

☆ 管理組合のニーズに合った管理システム

☆ 木目の細かい対応が出来ます

日本高層管財株式会社
本社東京都渋谷区代々木1-19-12新代々木ビル4階 〒151-0053
　　ＴＥＬ03-5388-4471(代)　ＦＡＸ03-5388-6463

ときめきの生活空間をサイエンスする

ロンシール工業株式会社

東京本社　東京都墨田区緑4丁目15番地
TEL0�-5600-1866�FAX0�-5600-1846

ビル、マンションの改修事業

中村工業株式会社

本社／東京都練馬区田柄 1-16-6
TEL0�-�975-8711�FAX0�-�975-8714

シンヨー株式会社

本社　川崎市川崎区大川町 8-6
　　　TEL�044-�66-4807（営業部）
　　　FAX�044-�66-4810
　　　URL�http://www.sinyo.com/

ウレタン防水のリーディングカンパニー

株式会社ダイフレックス

本社　マンション改修チーム
〒 16�-082�
東京都新宿区西新宿2丁目4-1新宿NSビル 2�階
TEL.0�（5�81）1188
http://www.dyflex.co.jp

マンション共用部分リフォームローン

三菱電機クレジット株式会社

本社　第三事業部　マンションリフォームグループ
〒 141-8505
東京都品川区西五反田1-�-8（五反田御幸ビル）
TEL.0�（5496）9497
http://www.credit.co.jp/reform/mkrfl.html

謹
ん
で
新
春
の

　

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　

 

平
成
二
十
年
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全くの「逆転の発想」から誕生しました。このアレス
セラホールド工法は、従来常識とされていた、水を
はじく撥水性を覆し、水になじむ親水性という常識
を生みました。それは、雨水が汚れを一緒に取り去る
セルフクリーニング機能により、住まいの外壁の汚
れを寄せ付けず、美しい外観を長く保ち続けます。

低汚染形複合外装仕上工法 低汚染形セラミック変性フッ素樹脂塗料

低汚染形セラミック変性ウレタン樹脂塗料

建設塗料本部

資料のご請求、お問い合わせは

本社〒144-0045 東京都大田区南六郷3丁目12番1号
　　ＴＥＬ.(03)5711-8901 ＦＡＸ.(03)5711-8931

（特許 第２６１００８５号）

雨水

汚れ

親水性被膜
水になじみやすい被膜

親水膜イメージ図

関西ペイントホームページ　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｋａｎｓａｉ.ｃｏ.ｊｐ/

Re-innovation
TOHOは建物の資産価値を再生する会社です

ISO9001・14001 全支店運用中

TOHO株式会社
　　　　東京支社／〒 101-0044　東京都千代田区鍛冶町 1-8-3
　　　　　　　　　TEL：03（3255）1876（代）　FAX：03（3257）9190
　　　　　　　　　URL：http://www.toho-cp.co.jp
　　　　　　　　　E-Mail：Toho@toho-cp.co.jp

私どもは、マンション、集合住宅のリニューアル工事（大規模修繕・
大規模改修工事）の専門会社です。
資産価値向上につながる Re-Innovation をコンセプトに新しい夢や
感動をご提供します。

給水管・構造物・車両の
電気防食「ラストアレスター」

日本防錆工業株式会社

〒261-0012
千葉市美浜区磯辺 5-16-6
TEL�04�-270-6611
http://www.nihon-bohsei.ne.jp/

建装工業株式会社

マンションリニューアル事業部
〒105-000�　東京都港区西新橋�-11-1
TEL�0�-�4��-050��FAX0�-�4��-05�5
http://www.kenso.co.jp/

三興管理株式会社

東京都千代田区神田須田町 1-7
電話番号�0�-�252-7�67
FAX 番号�0�-�255-2287

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合
研
究
所

Ｎ
Ｐ
Ｏ　

埼
管
ネ
ッ
ト
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今
日
で
は
、
大
半
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
組
合
で
は
、
長
期
修
繕
計
画
を
作
成

し
、
大
規
模
修
繕
に
備
え
て
必
要
な
資

金
の
積
立
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
．
長
期
修
繕
計
画
の
見
方

長
期
修
繕
計
画
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

長
期
的
な
維
持
保
全
に
必
要
な
修
繕
積

立
金
の
算
定
基
礎
と
な
る
資
料
で
す

が
、
計
画
書
の
利
用
に
は
、
次
の
点
を

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
一
）
長
期
修
繕
計
画
は
、
修
繕
積

立
金
の
積
立
「
目
標
額
」
を
決
め
る
資

料
で
す
。

長
期
修
繕
計
画
書
は
、
将
来
の
二
〇

年
～
三
〇
年
間
に
予
測
さ
れ
る
工
事
費

が
ど
の
く
ら
い
必
要
か
を
『
予
測
』
す

る
も
の
で
す
。
ど
の
く
ら
い
の
修
繕
積

立
を
す
れ
ば
将
来
の
工
事
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
を
予
測
す
る
も
の
で

す
。

（
二
）
修
繕
周
期
は
、
工
事
時
期
の

「
予
測
」
で
す
。

長
期
修
繕
計
画
書
の
修
繕
周
期
は
、

財
団
法
人
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー

な
ど
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
る
修
繕
周
期

を
参
考
に
し
て
い
ま
す
が
、
個
々
の
建

物
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
。
材
質

や
施
工
の
善
し
悪
し
、
建
物
の
お
か
れ

た
環
境
、
使
い
方
な
ど
に
よ
り
劣
化
の

進
行
も
異
な
る
た
め
、
修
繕
周
期
の
作

成
に
お
い
て
は
計
画
周
期
を
調
整
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
計
画

時
期
に
工
事
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
事

前
調
査
又
は
診
断
を
し
て
決
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
長
期
修
繕
計
画
は
将

来
の
予
測
で
あ
り
、
修
繕
工
事
の
確
定

的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
修
繕
周
期
の
設
定
】

修
繕
周
期
は
部
材
や
機
器
の
耐
用
年

数
を
目
安
に
決
定
し
ま
す
。
こ
こ
で
い

う
耐
用
年
数
と
は
、
税
務
上
の
耐
用
年

数
で
は
な
く
、
建
物
の
劣
化
度
耐
用
年

数
の
こ
と
で
す
。

「
財
団
法
人　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ

ン
タ
ー
」
の
修
繕
周
期
の
幾
つ
か
を
抜

粋
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
鉄
部
塗
装�

四
～
六
年

・
水
槽
の
付
帯
機
器
類
、
排
水
ポ
ン
プ

�

五
～
十
年

・
外
壁
・
バ
ル
コ
ニ
ー
の
床

�

十
～
十
五
年

・
屋
上
防
水�

十
二
～
十
五
年

　
（
例
え
ば
十
二
年
目
に
補
修
、

�

二
四
年
目
に
取
り
替
え
）

・
給
水
ポ
ン
プ
、
受
水
槽
の
取
り
替
え

�

十
五
～
二
五
年

�

（
Ｆ
Ｒ
Ｐ
受
水
槽
は
二
五
年
）

・
機
械
駐
車
場
の
取
り
替
え

�

二
〇
～
二
五
年

・
硬
質
塩
ビ
管
（
排
水
管
）
の
取
り
替

え�

二
四
～
三
二
年

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

�

二
四
～
三
二
年

（
三
）
長
期
修
繕
計
画
書
の
工
事
費

は
目
安
で
す
。

長
期
修
繕
計
画
書
は
、
修
繕
積
立
金

を
算
出
す
る
基
礎
資
料
を
作
る
も
の
で

す
。
つ
ま
り
積
算
工
事
費
は
目
安
で

す
。
工
事
仕
様
に
よ
っ
て
工
事
金
額
も

変
わ
り
ま
す
の
で
、
具
体
的
な
工
事
を

す
る
際
に
は
、
改
め
て
工
事
見
積
書
を

取
る
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
修
繕
箇
所
の
劣
化
度
合

い
、
範
囲
、
修
繕
工
法
等
の
結
果
、
必

ず
し
も
修
繕
計
画
に
あ
る
工
事
費
と
一

致
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
工
事
費
は
、
計
画
書
作
成
時

点
で
の
費
用
を
算
出
し
た
も
の
で
、
将

来
の
値
上
が
り
と
か
消
費
税
の
変
更
を

見
て
い
な
い
の
が
一
般
的
で
す
。
そ
の

意
味
で
も
、
四
～
五
年
毎
の
計
画
書
見

直
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

（
四
）
長
期
修
繕
計
画
は
、
原
則
と

し
て
共
用
部
分
の
工
事
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

長
期
修
繕
計
画
は
、
修
繕
積
立
金
の

適
正
額
を
算
出
す
る
た
め
の
資
料
で

す
。
つ
ま
り
、
共
用
部
分
の
修
繕
を
対

象
に
し
て
い
ま
す
。
区
分
所
有
者
の
責

任
範
囲
で
行
う
専
有
部
分
等
の
箇
所
は

通
常
は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
共
用
部
分
の
工
事
を
す
る

際
に
、
同
時
に
専
有
部
分
の
工
事
も
し

た
方
が
良
い
設
備
も
あ
り
ま
す
。
共
用

部
分
の
工
事
の
際
に
専
有
部
分
も
対
象

に
含
め
る
箇
所
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、

予
め
管
理
組
合
に
お
い
て
方
針
を
示
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
．
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
は
、
修
繕

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か

（
一
）
修
繕
計
画
書
作
成
の
手
順

管
理
組
合
が
修
繕
計
画
書
を
作
成

し
、
積
立
を
行
う
手
順
は
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

①
修
繕
計
画
を
立
て
、
中
長
期
に
掛
か

る
と
想
定
さ
れ
る
修
繕
費
用
を
計
算

し
ま
す
。

　

修
繕
計
画
の
作
成
を
誰
に
依
頼
す
る

か
は
、
個
々
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
有
償
で
第
三
者

の
設
計
事
務
所
等
に
依
頼
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

②
必
要
な
修
繕
費
用
が
分
れ
ば
、
そ
れ

に
備
え
る
た
め
に
毎
月
い
く
ら
積
み

立
て
る
か
を
決
め
、
住
民
説
明
会
等

で
予
め
説
明
し
た
う
え
で
、
総
会
で

各
戸
の
修
繕
積
立
額
を
決
議
し
ま

す
。

③
修
繕
計
画
書
は
一
定
の
期
間
（
四

～
五
年
毎
）
で
計
画
と
積
立
金
の
見

直
し
を
行
い
、
経
過
年
数
の
期
間
中

に
行
っ
た
修
繕
実
績
を
加
味
し
て
、

徐
々
に
精
度
の
高
い
計
画
書
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。

（
二
）
修
繕
委
員
会
の
設
置

修
繕
委
員
会
を
設
置
し
て
、
長
期
修

繕
計
画
書
の
作
成
、
及
び
そ
の
実
施
に

備
え
る
の
が
現
実
的
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
準
備
を
し
ま

す
。

第
３１
回
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

実
践
セ
ミ
ナ
ー
報
告

実
践
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ
２

『
マ
ン
シ
ョ
ン
の
修
繕
計
画
と
管
理
組
合
運
営
に
つ
い
て
』

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合
研
究
所
専
務
理
事

久
保 

泰
男　

氏
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①
必
要
な
図
面
の
整
備

・
複
製
の
作
成
も
検
討

②
修
繕
履
歴
の
整
備

③
使
用
部
材
の
確
認

・
分
か
ら
な
け
れ
ば
専
門
家
に
依
頼

④
計
画
書
の
作
成
を
ど
こ
に
依
頼
す
る

か
の
決
定

（
三
）
規
約
検
討
委
員
会
の
設
置

長
期
修
繕
計
画
所
の
作
成
に
お
い

て
、
規
約
に
係
わ
る
部
分
に
つ
い
て

は
、
専
門
委
員
会
を
設
け
た
方
が
よ
い

で
し
ょ
う
。

①
修
繕
箇
所
の
費
用
負
担
区
分
の
再
点

検
と
管
理
規
約
の
整
備

・
専
用
使
用
部
分
の
修
繕
な
ど
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

②
修
繕
・
改
良
の
想
定
と
管
理
規
約
の

整
備

・
共
用
部
分
の
う
ち
住
戸
に
附
属
す

る
窓
枠
、
窓
ガ
ラ
ス
、
玄
関
扉
そ

の
他
の
開
口
部
に
係
る
改
良
工
事

な
ど
に
お
い
て
、
費
用
負
担
が
問

題
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
は
平
成
十
六
年
の
マ
ン
シ
ョ

ン
標
準
管
理
規
約
を
参
考
に
す
る

な
ど
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
四
）
工
事
時
期
の
決
め
方

修
繕
計
画
の
工
事
時
期
が
近
づ
い
た

ら
、
必
要
に
応
じ
て
診
断
を
し
て
、
実

施
時
期
を
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

工
事
時
期
の
決
め
方
と
し
て
は
、
私

は
、
四
つ
の
区
分
に
分
け
て
判
断
す
れ

ば
対
処
し
や
す
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
一
は
、
設
備
が
故
障
し
て
い
る
場

合
、
漏
水
が
あ
る
場
合
等
、
既
に
修
理

の
必
要
な
現
象
の
出
て
い
る
も
の
は
、

直
ち
に
調
査
ま
た
は
修
理
す
る
こ
と
は

当
然
で
す
。

第
二
は
、
設
備
等
の
故
障
が
日
常
生

活
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
、

例
え
ば
給
水
設
備
等
は
で
き
る
だ
け
早

め
に
工
事
す
る
こ
と
が
無
難
で
す
。
居

住
者
は
水
、
ガ
ス
、
電
気
が
使
用
で
き

な
く
な
る
事
態
を
通
常
は
想
定
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ら
生
活
に
大
き
な

影
響
の
あ
る
設
備
は
早
め
の
対
処
（
計

画
修
繕
）
が
無
難
で
す
。

第
三
は
、
工
事
箇
所
が
単
に
外
観
の

問
題
（
見
栄
え
の
善
し
悪
し
）
の
場
合

は
、
実
施
時
期
を
調
整
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
他
の
工
事
の
際
に
一
緒
に
実

施
す
る
方
が
経
済
的
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。第

四
は
、
足
場
を
掛
け
る
よ
う
な
大

規
模
改
修
工
事
の
際
に
は
、
幾
つ
か
の

関
連
す
る
工
事
を
同
時
に
工
事
を
し
た

方
が
効
率
的
・
経
済
的
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
足
場
は
工
事
が
終
わ
る
と
外
し

て
し
ま
い
ま
す
。
足
場
代
だ
け
無
駄
に

な
り
ま
す
。
そ
の
う
え
、
足
場
が
掛
か

っ
て
い
る
期
間
は
生
活
す
る
上
で
は
う

っ
と
お
し
い
も
の
で
す
。
足
場
を
掛
け

る
大
規
模
改
修
工
事
の
時
に
、
幾
つ
も

の
工
事
を
一
緒
に
計
画
す
る
の
は
そ
の

理
由
に
よ
り
ま
す
。

（
五
）
消
費
者
団
体
等
の
活
用

①
修
繕
工
事
の
経
験
を
積
ん
だ
建
築
士

等
の
活
用
は
有
効
で
す
。

②
埼
管
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
消
費

者
団
体
に
相
談
し
た
り
、
団
体
が
主

催
す
る
情
報
交
換
会
等
に
出
席
し
、

他
の
管
理
組
合
の
取
組
み
方
を
聞
い

た
り
、
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
も
極

め
て
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
全

国
１７
管
理
組
合
団
体
で
組
織
す
る

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
国
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組

合
連
合
会
（
全
管
連
）
は
、
さ
る
１０

月
１４
日
・
１５
日
の
両
日
、
仙
台
市
戦

災
復
興
記
念
館
に
お
い
て
、
第
５５
回

代
表
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
開
催
地
団
体
で
あ
る
東

北
管
連
の
鎌
田
会
長
を
議
長
に
選

出
、
厳
格
な
審
議
の
結
果
、
七
つ
の

議
案
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

＊
２
０
０
８
年
度
活
動
方
針

１
、
管
理
組
合
の
自
主
・
自
立
へ
の

支
援
と
「
二
つ
の
老
い
」
対
策

２
、
地
デ
ジ
移
行
に
伴
う
対
策

３
、
新
た
な
管
理
方
式
へ
の
対
応

４
、
全
管
連
の
普
及
・
拡
大

５
、
国
や
地
方
自
治
体
へ
の
連
携
・

協
力
が
承
認
さ
れ
た
他
、
国
交
省
で

検
討
さ
れ
て
い
る
新
管
理
者
方
式
や

地
デ
ジ
問
題
に
対
す
る
審
議
が
行
わ

れ
た
。

＊
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
に
伴
う
、

新
た
な
電
波
障
害
の
対
策
問
題

今
年
１
月
、
全
管
連
は
、「
地
上

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
国
庫
負
担
の
要

請
」
を
し
ま
し
た
。

そ
の
根
拠
は
、「
受
信
障
害
対
策

は
、
原
因
者
負
担
」
と
い
う
昭
和
５１

年
の
郵
政
省
通
達
で
し
た
。
今
回
の

地
デ
ジ
移
行
に
伴
う
共
聴
施
設
の
調

査
・
改
修
・
管
理
に
関
す
る
す
べ
て

の
責
任
負
担
は
、
地
デ
ジ
政
策
を
推

進
し
た
「
国
」
が
負
担
す
べ
き
と
主

張
し
た
の
で
す
。
し
か
し
総
務
省

は
、「
当
事
者
間
の
協
議
で
解
決
」

と
い
う
姿
勢
を
く
ず
し
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

＊「
新
管
理
者
方
式
」
に
対
す
る
対

応
─
管
理
組
合
の
自
主
・
自
立
へ

の
支
援

今
年
８
月
、
新
管
理
者
方
式
検
討

委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
が
、「
新

管
理
者
方
式
」
は
、
第
三
者
に
よ

る
、
管
理
者
管
理
方
式
と
信
託
方
式

が
あ
り
ま
す
。
全
管
連
で
は
、
①
管

理
に
対
す
る
決
定
権
が
区
分
所
有
者

か
ら
第
三
者
に
移
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
管
理
が
営
利
目
的
化
さ
れ
る
こ

と
、
②
多
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
今
後

「
二
つ
の
老
い
」
を
迎
え
る
に
あ
た

り
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
た
め

全
管
連
と
し
て
の
意
見
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

�

（
佐
々
木
）

「
第
５５
回
全
管
連
代
表
者
会
議
報
告
」
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近
年
、
建
築
技
術
の
向
上
と
共
に
建

設
さ
れ
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
と
１
９
７

０
年
代
、
本
格
的
な
供
給
が
始
ま
っ
た

こ
ろ
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
自
ず
と

必
要
と
な
る
修
繕
工
事
は
異
な
っ
て
き

ま
す
。
建
築
年
代
別
に
必
要
と
な
る
建

築
、
構
造
、
設
備
に
つ
い
て
代
表
的
な

保
全
項
目
に
つ
い
て
解
説
い
た
し
ま

す
。

１　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築
年
代
の
区
分

一
期
（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
誕
生
期
）

１
９
６
２
年
（
昭
和
３７
年
）
築
４５
年

　
　

区
分
所
有
法
制
定

１
９
７
１
年
（
昭
和
４６
年
）
築
３６
年

　
　

築
基
準
法
改
正

　
　
（
１
９
６
８
年
の
十
勝
沖
地
震
）

１
９
８
１
年
（
昭
和
５６
年
）
築
２６
年

　
　

新
耐
震
基
準

　
　
（
１
９
７
８
年
の
宮
城
沖
地
震
）

１
９
８
２
年
（
昭
和
５７
年
）
築
２５
年

　
　

標
準
管
理
規
約
制
定

１
９
８
３
年
（
昭
和
５８
年
）
築
２４
年

　
　

区
分
所
有
法
大
改
正

　
　
（
現
法
の
基
礎
）

二
期
（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
成
長
期
）

１
９
８
５
年
（
昭
和
６０
年
）
築
２２
年

　
　

超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

　
　
（
高
層
Ｒ
Ｃ
）
の
開
発
が
本
格

１
９
９
０
年
（
平
成
２
年
）
築
１７
年

　
　

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊

１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）
築
１２
年

　
　

阪
神
淡
路
大
震
災

三
期
（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
質
的
充
足
期
）

２
０
０
０
年
（
平
成
１２
年
）
築
７
年

　
　

�

基
準
法
改
正
・
住
宅
品
質
確
保

法
・
性
能
表
示

２
０
０
０
年
（
平
成
１２
年
）
築
７
年

　
　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
法
制
定

２
０
０
１
年
（
平
成
１３
年
）
築
６
年

　
　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
誕
生

２
０
０
２
年
（
平
成
１４
年
）
築
５
年

　
　

�

区
分
所
有
法
改
正
・
マ
ン
シ
ョ
ン

建
替
円
滑
化
法

埼
玉
県
で
旧
耐
震
基
準
の
マ
ン
シ
ョ

ン
は
棟
数
で
１
１
１
８
棟
全
体
の
２０
・

５
％
に
あ
た
り
ま
す
。（
２
０
０
５
年

末
調
査
）　

ち
な
み
に
東
京
都
で
は
９

２
５
７
棟
で
３２
・
７
％
と
な
り
ま
す
。

２　

建
築

①
鉄
か
ら
ア
ル
ミ
へ

部
位
：
鉄
骨
階
段
・
手
摺
・
パ
イ
プ

シ
ャ
フ
ト
の
扉
・
玄
関
扉
の
枠
・
消

火
栓
箱
・
機
械
駐
車
設
備
・
自
転
車

置
き
場
・
外
灯

手
摺
：
鉄
製
の
手
摺
の
足
元
は
爆
裂

を
起
こ
し
周
囲
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

落
下
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
ア
ル
ミ
手

摺
で
も
内
部
へ
の
水
の
浸
入
や
結
露

に
よ
り
同
様
の
現
象
が
あ
る
。

②�

玄
関
ド
ア
が
鉄
か
ら
塩
ビ
鋼
板
へ
さ

ら
に
耐
震
ド
ア
へ
・
サ
ッ
シ
ュ
の

改
修

③�

屋
上
床
ス
ラ
ブ
の
内
断
熱
か
ら
外
断

熱
防
水
へ
さ
ら
に
屋
上
緑
化

内
断
熱
：
発
泡
ス
チ
レ
ン
ボ
ー
ド
打

ち
込
み
・
発
泡
ウ
レ
タ
ン
吹
き
つ
け

第
３１
回
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

実
践
セ
ミ
ナ
ー
報
告

開
催
日
時
：
平
成
１９
年
１１
月
１８
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
場　

１３
：
１０

　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
演　

１３
：
３０
～
１６
：
００

開
催
場
所
：
さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
大
集
会
室

実
践
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ
１

『
建
築
年
代
別
の
マ
ン
シ
ョ
ン
保
全
に
つ
い
て
』

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合
研
究
所
理
事　

一
級
建
築
士

鳥
海 

順
一　

氏

築３０年を超えるマンションはどのくらいあるか。
行政区別築３０年超マンション戸数上位１００都市（東京カンテイ調べ）

埼玉県のみ抜粋

順位 都市
棟数 世帯数

棟数 シェア％ ストック数 世帯 シェア％ ストック数
２８ さいたま市 １８６ １１.０ １,６８４ ４,５１６ ５.８ ７７,３9４
４１ 川口市 ４２ ５.５ ７６８ ２,４１9 ６.０ ４０,６１３
５０ 草加市 ６６ ２２.０ ３００ ２,１８３ １３.６ １６,０７６
５６ 所沢市 ５４ １２.８ ４２２ １,７７０ ８.9 １9,８２５
７０ 新座市 ４６ ２０.２ ２２８ １,２０１ １１.８ １０,１４9
７５ 和光市 ３４ ２３.６ １４４ １,０１０ １１.５ ８,８０６
８０ 上尾市 １２７ ５５.０ ２３１ 9１７ １４.６ ６,２9２
８３ 川越市 ２８ ７.０ ４００ ８７８ ５.１ １７,１０４
８８ 狭山市 ３２ １０.０ ３２０ ７9０ ８.２ 9,６５８
9２ 入間市 ２２ ８.６ ２５５ ７２２ ６.７ １０,７１9
１００ 八潮市 １７ ３５.４ ４８ ６２２ ２２.9 ２,７１３
シェアの平均 ６５４ １３.６ ４,８００ １７,０２８ ７.８ ２１9,３４9

（注）２００４年 ６ 月時点
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防
水
全
面
改
修
工
事
時
に
は
外
断
熱

防
水
に
改
修
す
る
。

④�

外
壁
の
仕
上
げ
が
塗
装
か
ら
タ
イ
ル

へ
さ
ら
に
外
断
熱
へ

大
規
模
修
繕
時
の
補
修　

ひ
び
割
れ

浮
き
（
写
真
：
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
注

入
）

外
壁
の
外
断
熱
工
法

⑤�

廊
下
・
ベ
ラ
ン
ダ
の
床
仕
上
げ
が
モ

ル
タ
ル
う
す
塗
り
か
ら
ウ
レ
タ
ン

防
水
へ
さ
ら
に
塩
ビ
シ
ー
ト
張
り

へ
⑥�

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
入
り
口
ド
ア
の
オ
ー

ト
ド
ア
と
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
化

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
各
戸
に
配
管
が

な
い
場
合
で
も
電
話
回
線
を
利
用
し

て
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
化
が
可
能
で
あ

る
。

３　

設
備

①
給
水
管
の
材
料
の
変
遷

配
管　

初
期
（
一
期
）

　
　
　
　

水
道
用
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
管

　
　

１
９
７
０
年
代
か
ら
（
二
期
）

　
　
　
　

塩
ビ
ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管

　
　
　
　

近
年　

ス
テ
ン
レ
ス
管

　
　
　
　

ポ
リ
ブ
デ
ン
管
等

継
ぎ
手　

１
９
８
５
年
代
後
半
か
ら

　
　
　
　

�

管
端
コ
ア
（
実
際
に
は
仕

様
に
あ
っ
て
も
挿
入
忘
れ

や
使
用
さ
れ
て
い
な
い

場
合
が
あ
る
）

　
　

１
９
９
５
年
こ
ろ
か
ら�

　
　
　
　

管
端
防
食
継
ぎ
手

そ
の
他　

サ
ヤ
管
ヘ
ッ
ダ
ー
方
式

②�

給
水
管
の
更
新
と
更
生
工
事
・
延
命

工
法

�　

水
道
用
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
管
と
塩
ビ

ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
（
管
端
防
食
継
ぎ

手
不
使
用
）
が
使
用
さ
れ
た
給
水
管

は
１５
年
か
ら
２０
年
の
間
に
更
新
・
更

生
延
命
工
事
を
行
う
（
写
真
：
錆
こ

ぶ
）。
隠
蔽
さ
れ
て
い
な
い
共
用
部

配
管
は
な
る
べ
く
更
新
す
る
。
共
用

部
は
ス
テ
ン
レ
ス
管
に
更
新
す
る
の

が
望
ま
し
い
。
専
有
部
の
更
新
は
露

出
方
式
や
ポ
リ
ブ
デ
ン
管
に
変
更
す

る
。

�　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
は
継
ぎ
手

が
多
く
錆
が
発
生
し
や
す
い
の
で
更

新
す
る
。

�　

更
生
工
事
は
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
ラ
イ

ニ
ン
グ
工
法
が
あ
る
。
既
存
の
管
の

内
面
を
研
磨
し
錆
を
落
と
し
た
後
、

内
部
を
樹
脂
で
塗
装
す
る
。
錆
の
進

行
が
進
ん
で
い
る
場
合
は
研
磨
す
る

こ
と
に
よ
り
穴
が
開
く
こ
と
が
あ

る
。
延
命
工
事
は
電
気
防
食
工
法
・

薬
剤
注
入
工
法
・
磁
気
・
セ
ラ
ミ
ッ

ク
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。

③
給
水
方
式
の
種
類
と
変
遷

　
　
ａ
、
水
道
直
結
方
式

　
　

ｂ
、
高
置
水
槽
方
式

　
　
ｃ
、
圧
力
タ
ン
ク
方
式

　
　

ｄ
、
増
圧
給
水
方
式

�　

昭
和
５０
年
以
降
は
６
面
点
検
が
義

務
付
け
ら
れ
、
地
中
埋
設
型
の
受
水

槽
は
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。
地
下
ピ

ッ
ト
を
利
用
し
た
受
水
槽
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
ひ
び
割
れ
を
お
こ
す
と
隣

接
の
ピ
ッ
ト
（
湧
水
槽
や
汚
水
層
）

や
上
部
ス
ラ
ブ
か
ら
汚
染
さ
れ
た
水

が
浸
み
込
む
こ
と
が
あ
る
。
新
設
の

受
水
槽
を
設
置
す
る
場
所
が
な
い
場

合
は
直
結
増
圧
給
水
方
式
と
す
る
こ

と
が
出
来
れ
ば
有
効
と
な
る
。

４　

構
造

１
９
８
１
年
以
前
の
建
物
は
基
本
的

に
耐
震
診
断
が
必
要
。

特
に
１
９
７
１
年
以
前
の
建
物
は
阪

神
淡
路
大
震
災
で
柱
の
崩

壊
な
ど
の
大
き
な
被
害
を

被
っ
て
い
る
。（
柱
帯
筋

の
間
隔
が
３０
セ
ン
チ
ほ
ど

で
あ
っ
た
た
め
）

①
耐
震
診
断
の
決
定
要
素

　

・�

建
設
の
時
期
・
耐
震

基
準

　

・
構
造
計
算
書
の
有
無

　

・�

建
物
の
形
状
（
ピ
ロ

テ
ィ
・
複
雑
な
平

面
・
立
面
）

　

・�

建
物
の
工
法
（
Ｐ
Ｃ

工
法
・
壁
式
・
超

高
層
）

　

・
診
断
の
費
用

　

・
補
強
工
事
の
可
能
性

　

予
備
診
断
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

②
非
構
造
壁
の
被
害

　

�

非
構
造
壁
（
ベ
ラ
ン
ダ
・
廊
下
の
サ

ッ
シ
ュ
脇
の
壁
）
と
柱
と
の
間
に

ス
リ
ッ
ト

　

�

非
構
造
壁
の
Ｘ
型
の
ひ
び
割
れ
（
耐

震
ド
ア
）

③
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
性

　

高
層
Ｒ
Ｃ
と
は

　

初
期
の
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

　

長
周
期
地
震
動
に
対
す
る
備
え

　

免
震
構
造
・
制
震
構
造

④
偽
装
・
施
工
ミ
ス
・
手
抜
き
工
事
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マ
ン
シ
ョ
ン
ト
ラ
ブ
ル
３
ｐ
の

最
後
は
駐
車
場
「parking

」
の

Ｐ
で
す
。

わ
が
国
の
乗
用
車
保
有
台
数
は

増
加
の
一
途
を
辿
り
、
そ
れ
に
伴

い
マ
ン
シ
ョ
ン
生
活
に
お
け
る
駐

車
場
管
理
の
重
要
性
及
び
諸
ト
ラ

ブ
ル
の
発
生
も
年
々
大
き
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

駐
車
場
に
関
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
は

大
別
す
れ
ば
、
施
設
メ
ン
テ
等
の

ハ
ー
ド
的
な
部
分
と
使
用
マ
ナ
ー

等
の
ソ
フ
ト
的
な
部
分
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
の
多
い

　
　
　

機
械
式
駐
車
場

マ
ン
シ
ョ
ン
駐
車
場
の
構
造
は

Ａ
．
平
面
式
駐
車
場

　
　
　
　
　

⑴
平
置
き

　
　
　
　
　

⑵
専
用
カ
ー
ポ
ー
ト

Ｂ
．
立
体
駐
車
場

　
　
　
　
　

⑴
自
走
式
駐
車
場

　
　
　
　
　

⑵
機
械
式
駐
車
場

に
区
分
さ
れ
ま
す
。

平
面
式
駐
車
場
は
施
設
メ
ン
テ

上
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
走
式
は
建
物
式
及
び
階
層
式

に
区
分
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
鉄
骨
造
で

あ
り
、
居
住
区
域
と
同
じ
よ
う

に
、
躯
体
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
鉄

骨
）
や
設
備
（
消
火
・
電
気
・
自

火
報
設
備
等
）
等
を
的
確
に
メ
ン

テ
す
る
こ
と
が
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に

つ
な
が
り
ま
す
。

機
械
式
に
は
立
体
駐
車
場
と
２

～
３
段
パ
レ
ッ
ト
式
が
あ
り
ま

す
。一

般
に
、
自
動
車
用
車
庫
に
は

建
築
基
準
法
、
消
防
法
、
各
自
治

体
の
条
例
な
ど
で
非
常
に
厳
し
い

制
限
下
で
建
設
さ
れ
、
そ
の
た
め

管
理
に
も
厳
し
さ
が
要
求
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
承
知
く
だ
さ
い
。
ま

た
機
械
式
は
機
械
部
分
が
多
い
た

め
設
備
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
維
持
費

用
が
大
き
い
の
が
特
徴
で
す
。

加
え
て
、
地
下
ピ
ッ
ト
の
浸

水
・
冠
水
、
車
高
不
足
、
過
重
量

に
よ
る
パ
レ
ッ
ト
破
損
等
の
ト
ラ

ブ
ル
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
パ
レ
ッ
ト
式
を

駐
車
台
数
を
減
ら
し
て
ま
で
も
平

場
式
に
変
更
す
る
管
理
組
合
が
出

て
い
ま
す
。

使
用
者
の
決
定
方
法

　
　

抽
選
か
、
固
定
式
か

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
判
例
集
（
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー
発
行

V
O
L.5

）
に
は
、
駐
車
場
専
用

使
用
権
に
関
す
る
判
例
が
３５
例
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
別
す
れ
ば
、
①
分
譲
業
者
の

専
用
使
用
権
売
買
、
②
使
用
者
決

定
方
法
の
変
更
、
③
使
用
料
金
の

変
更
に
関
わ
る
訴
訟
で
す
。

①
は
、
共
用
部
分
を
勝
手
に
売

買
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
代
金

は
管
理
組
合
に
返
却
せ
よ
、
と
い

う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

②
・
③
が
使
用
マ
ナ
ー
等
に
関

す
る
ソ
フ
ト
部
分
の
ト
ラ
ブ
ル
に

な
り
ま
す
。

多
く
の
駐
車
場
使
用
者
の
決
定

方
法
は
、
１
年
な
い
し
数
年
で
定

期
的
に
抽
選
を
行
い
使
用
者
を
交

代
す
る
方
法
（
抽
選
方
式
）
と
、

事
実
上
分
譲
当
初
の
使
用
者
が
半

永
久
的
に
使
用
し
、
他
に
移
転
し

た
場
合
に
第
三
者
に
変
更
す
る
方

法
（
固
定
式
）
が
あ
り
ま
す
。

固
定
式
の
不
公
平
を
打
破
す
る

た
め
に
抽
選
方
式
を
希
望
す
る
住

民
も
多
い
が
、
近
辺
に
利
用
可
能

な
民
間
駐
車
場
が
あ
る
場
合
を
除

き
現
実
的
で
な
く
、
そ
の
た
め

か
、
最
近
の
首
都
圏
マ
ン
シ
ョ
ン

の
デ
ー
タ
で
は
、
抽
選
方
式
は
稀

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

抽
選
方
式
は
希
望
者
多
数
の
場

合
公
平
な
方
式
で
あ
る
と
さ
れ
ま

す
が
、
世
の
中
に
は
籤
運
の
な
い

人
が
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
固

定
式
で
あ
っ
て
も
抽
選
の
場
合

は
、
抽
選
と
申
込
順
を
繰
り
返
す

方
式
が
納
得
性
が
あ
る
よ
う
だ
。

要
は
、
い
ず
れ
か
の
方
式
が
規

約
で
決
め
ら
れ
て
い
る
か
、
否
か

で
す
。
決
め
ら
れ
て
い
る
方
式
を

改
正
す
る
場
合
は
正
規
に
行
う
こ

と
で
す
。
こ
こ
で
正
規
と
断
っ
た

の
は
、
理
事
会
決
議
で
変
更
す
る

組
合
が
多
く
、
こ
の
場
合
は
敗
訴

し
て
い
る
か
ら
で
す
。

②
は
、
当
初
の
使
用
料
が
実
態

に
合
わ
な
い
こ
と
か
ら
改
正
し
よ

う
と
し
た
場
合
の
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

そ
こ
で
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
改
正

の
進
め
方
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

規
約
改
正
は

　
　
　
　

慎
重
に

結
論
を
い
え
ば
、
総
会
の
特
別

決
議
で
規
約
改
正
す
る
こ
と
で

す
。
共
用
部
分
の
変
更
に
当
た
る

場
合
は
当
然
と
し
て
、
従
来
、
駐

車
場
使
用
規
則
・
細
則
や
取
り
扱

い
要
領
等
の
名
目
で
あ
っ
て
も
、

こ
れ
ら
は
形
式
的
・
実
質
的
に
規

約
と
し
て
の
要
件
を
備
え
て
い
る

と
み
な
さ
れ
ま
す
（
神
戸
地
裁
Ｈ

３
・
浦
和
地
裁
Ｈ
５
）。

次
に
、
標
準
規
約
第
４７
条
６
項

の
遵
守
事
項
へ
の
考
慮
が
あ
り
ま

す
。
使
用
方
法
・
使
用
料
の
変
更

は
、
一
部
の
組
合
員
の
権
利
に
特

別
の
影
響
を
与
え
る
、
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
組
合
は

該
当
す
る
住
民
か
ら
承
諾
を
得
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
少
な
く
と

も
そ
の
努
力
の
痕
跡
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
値
上
げ
に
関
し
て

は
、
社
会
通
念
上
相
当
額
で
あ
れ

ば
受
忍
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
ま

す
。浜

の
真
砂
は
尽
き
る
と
も

　

マ
ン
シ
ョ
ン
・
ト
ラ
ブ
ル
の

八
回
に
わ
た
っ
た
連
載
は
今
回

を
も
っ
て
終
わ
り
と
し
ま
す
。
石

川
五
右
衛
門
の
辞
世
の
言
葉
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
様
・
異
質
な

人
間
集
団
で
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
に

は
ト
ラ
ブ
ル
の
種
は
尽
き
ま
せ

ん
。そ

の
解
決
に
は
、
法
・
規
約
・

判
例
に
精
通
す
る
こ
と
で
す
。

（
埼
管
ネ
ッ
ト
理
事　

舟
本　

統
）

連
載 

マ
ン
シ
ョ
ン
ト
ラ
ブ
ル
⑧

「
慎
重
な
解
決
が
必
要
な

　
　
　

駐
車
場
ト
ラ
ブ
ル
」

駐
車
場
ト
ラ
ブ
ル
は
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
に
あ
り
ま
す
。

住
民
感
情
が
噴
出
し
や
す
い
の
で

慎
重
な
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。
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上
尾
宿
と
桶
川
宿
と
の
中
間
に

三
〇
米
位
の
黒
塀
で
囲
ま
れ
た
須

田
家
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
須
田
家

は
武
州
紅
花
の
仲
買
問
屋
で
す
。

江
戸
時
代
は
出
羽
の
国
（
山
形

県
）
の
特
産
品
で
、
布
や
紙
の
染

料
、
食
品
着
色
料
、
口
紅
の
原
料

に
用
い
ら
れ
、
一
八
〇
〇
年
頃
江

戸
の
商
人
が
出
羽
地
方
ま
で
買
い

付
け
に
行
く
長
旅
を
嫌
い
、
桶
川

宿
の
農
民
に
種
子
を
分
与
し
て
栽

培
さ
せ
た
と
こ
ろ
、〝
金
の
な
る

花
〟
と
し
て
競
っ
て
紅
花
耕
作
に

専
念
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
『
桶
川
臙
脂
』
と
称
し

出
羽
紅
花
よ
り
一
か
月
も
出
荷
が

早
か
っ
た
の
で
、
上
方
で
は
出
羽

産
よ
り
高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
す
。

宿
内
に
は
今
も
紅
花
の
仲
買
人

商
家
の
名
残
り
の
大
き
な
瓦
屋
根

蔵
造
り
の
広
い
間
口
の
家
が
点
在

し
て
い
ま
す
。

宿
の
中
央
部
に
府
川
家
の
「
桶

川
宿
本
陣
跡
」
が
あ
り
ま
す
。
総

建
坪
二
〇
七
坪
の
宏
大
な
建
築
で

中
山
道
で
も
屈
指
の
本
陣
で
す
。

一
八
六
一
年
、
皇
女
和
宮
が
徳

川
家
に
嫁
ぐ
た
め
江
戸
入
り
す
る

最
後
の
夜
を
こ
こ
で
過
ご
し
、

〝
落
ち
て
い
く
身
を
知
り
な
が

ら
も
み
じ
葉
の　

人
な
つ
か
し

く
こ
が
れ
こ
そ
す
れ
〟

と
い
う
詩
は
、
こ
の
宿
で
詠
ん
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
鴻
巣
宿
と
の
間
に
北
本
市

が
あ
り
、
中
山
道
開
創
時
に
は
宿

場
が
あ
り
今
も
北
本
宿
と
い
う
町

名
が
残
っ
て
い
ま
す
。
後
に
鴻
巣

宿
が
出
来
る
ま
で
鎌
倉
街
道
と
の

分
岐
点
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し

た
。北

本
市
石
戸
の
「
東
光
寺
」
に

頼
朝
の
弟
、
蒲
冠
者
源
範
頼
ゆ
か

り
の
「
石
戸
蒲
桜
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
蒲
桜
は
関
東
地
方
で
最

も
古
い
桜
で
「
日
本
五
大
桜
」
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
根

元
に
古
び
た
五
輪
の
石
塔
が
あ

り
、
範
頼
の
死
後
、
妻
の
亀
御
前

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
と
の
こ
と

で
す
。

頼
朝
が
伊
豆
に
流
さ
れ
た
時
、

幼
少
の
弟
範
頼
は
平
家
の
追
討
を

逃
れ
母
と
共
に
こ
の
地
に
た
ど
り

つ
き
、
地
元
の
武
将
「
安
達
籐
九

郎
盛
長
」
に
よ
り
堀
の
内
の
館
で

盛
長
の
娘
亀
御
前
を
妻
に
迎
え
、

頼
朝
の
挙
兵
に
駆
け
つ
け
る
ま
で

の
二
十
年
間
、
こ
こ
で
平
和
な

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
安
達
盛
長
と
い
う
人
物
は

頼
朝
の
忠
実
な
武
将
で
、
頼
朝
挙

兵
後
石
橋
山
の
合
戦
で
破
れ
て
房

総
に
逃
亡
し
た
時
に
頼
朝
と
共
に

生
き
残
っ
た
七
人
の
部
下
の
一
人

で
、
そ
の
後
義
経
と
共
に
一
ノ
谷

合
戦
等
で
活
躍
し
、
生
涯
を
源
氏

の
天
下
取
り
に
貢
献
し
ま
し
た
。

頼
朝
と
盛
長
の
関
係
で
面
白
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。

頼
朝
が
伊
豆
に
流
さ
れ
た
時
の

乳
母
「
比
企
禅
尼
」
の
娘
「
丹
後

局
」
が
頼
朝
の
初
恋
の
人
で
、
女

性
遍
歴
が
多
か
っ
た
頼
朝
が
最
初

に
手
を
つ
け
た
女
性
で
す
。

嫉
妬
に
燃
え
た
北
条
政
子
に
殺

害
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
丹
後
は
、

畠
山
重
忠
の
計
ら
い
で
泉
州
住
吉

に
逃
れ
男
の
子
を
出
産
し
ま
し

た
。
本
来
な
ら
頼
朝
の
嫡
子
で
す

が
政
子
の
目
を
眩
ま
す
た
め
、
そ

の
子
に
最
も
遠
い
九
州
の
薩
摩
に

領
地
を
与
え
領
主
と
し
ま
し
た
。

後
の
「
島
津
忠
久
」
で
、
国
内
最

強
の
薩
摩
藩
の
祖
と
な
り
ま
し

た
。頼

朝
は
初
恋
の
丹
後
局
が
忘
れ

ら
れ
ず
、
丹
後
を
頼
朝
に
忠
実
な

安
達
盛
長
の
妻
に
し
て
鎌
倉
に
住

ま
わ
せ
、
夜
な
夜
な
安
達
屋
敷
に

通
い
続
け
、
逢
う
瀬
を
楽
し
ん
で

い
た
と
の
こ
と
、
こ
こ
ま
で
く
る

と
盛
長
の
忠
実
さ
も
度
を
越
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

脱
線
つ
い
で
に
も
う
一
つ
。
丹

後
局
の
妹
は
川
越
庄
の
「
河
越
太

郎
重
頼
」
の
妻
で
す
。
頼
朝
は
義

経
の
行
動
に
疑
心
し
、
彼
の
動
向

を
監
視
さ
せ
る
目
的
で
、
嫌
が
る

河
越
重
頼
の
十
五
才
の
娘
を
無
理

や
り
に
義
経
に
嫁
が
せ
ま
す
。
そ

の
娘
は
義
経
と
共
に
安
宅
の
関
を

通
り
奥
州
平
泉
へ
の
逃
避
行
に
同

行
し
、
一
一
八
九
年
猛
火
に
包
ま

れ
た
平
泉
の
持
仏
堂
で
義
経
と
共

に
自
害
し
、
短
い
生
涯
を
終
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
悲
劇
は
こ
こ
か

ら
で
す
。
頼
朝
は
極
度
の
猜
疑
心

か
ら
義
経
憎
し
が
昂
じ
て
、
義
経

の
妻
の
父
で
あ
る
と
の
理
由
で
河

越
の
所
領
を
没
収
し
、
重
頼
を
そ

の
子
重
房
と
共
に
誅
殺
し
て
し
ま

い
ま
す
。
重
頼
に
と
っ
て
こ
ん
な

理
に
合
わ
な
い
こ
と
は
な
い
で
し

ょ
う
。

中
山
道
の
北
本
駅
を
過
ぎ
た
処

に
日
本
橋
か
ら
十
一
番
目
の
「
原

馬
室
一
里
塚
」
の
左
側
の
部
分
が

当
時
の
原
形
を
留
め
て
い
ま
す
。

�

（
小
島　

次
郎
）

連
載 

私
の
町
は
ど
ん
な
町
⑤

�
─
桶
川
市
・
北
本
市
─

今
シ
リ
ー
ズ
は
皆
さ
ん
の
住
む
町
の
歴

史
を
取
り
上
げ
る
新
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

中
山
道
を
北
へ
た
ど
り
ま
す
。

源範頼ゆかりの「石戸蒲桜」（北本市　東光寺境内）
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事務局インフォメーション
■平成19年度・会費納入のお願い
当会の会員更新の時期になりました。 ４ 月上旬①、１０月末②、に各会員の理事長様宛に会費の請求書をお送りさせて頂いております。
お手数ですが、 ２月末迄に指定の銀行口座までお振込みくださいますようお願い申し上げます。
■「変更届」提出のお願い
会費の請求書と一緒に理事長様宛に「変更届」をお送りしております。理事長が交代したマンション、マンションライフ他・便りの送
付先を変更したいマンションは、指定の「変更届出書」を埼管ネット事務局まで送信ください。宛先は、FAX�０４８-８８７-99２４です。
■相談員（役員）ボランティア職員募集
「管理組合の役員として苦労した自分の経験を他のマンションに伝えたい」「マンション管理のため、何か力になりたい」とお考えの
方、NPO埼管ネットの活動に参加しませんか。
マンション管理に関心があり、熱意のある方を求めています。
応募資格　正会員マンションの区分所有者で、Word、Excel が、使える方。
応募方法　事務局までお問い合わせください。TEL�０４８-８８７-99２１　FAX�０４８-８８７-99２４

平成20年埼管ネット行事予定表
月　日 行事予定 会　場 月　日 行事予定 会　場

１月 ５日 仕事始め ７月 ５日 役員会 事務局会議室

５日 役員会 事務局会議室 ５日 組合管理運営相談会 事務局会議室

５日 組合管理運営相談会 事務局会議室 ５日 建物修繕相談会 事務局会議室

１９日 建物修繕相談会 事務局会議室 地域交流会・法律相談会 マンション集会室

２月 ２日 役員会 事務局会議室 ８月 ２日 役員会 事務局会議室

２日 組合管理運営相談会 事務局会議室 ２日 組合管理運営相談会 事務局会議室

２日 建物修繕相談会 事務局会議室 ２日 建物修繕相談会 事務局会議室

１６日 建物保全研修会 事務局会議室 １２日～１６日夏期休暇

３月 １日 役員会 事務局会議室 ９月 ６日 役員会 事務局会議室

１日 組合管理運営相談会 事務局会議室 ６日 組合管理運営相談会 事務局会議室

１日 建物修繕相談会 事務局会議室 ６日 建物修繕相談会 事務局会議室

地域交流会・法律相談会 マンション集会室 地域交流会・法律相談会 マンション集会室

４月 ５日 役員会 事務局会議室 １０月 ４ 日 役員会 事務局会議室

５日 組合管理運営相談会 事務局会議室 ４日 組合管理運営相談会 事務局会議室

５日 建物修繕相談会 事務局会議室 ４日 建物修繕相談会 事務局会議室

１９日 建物保全研修会 事務局会議室 １８日 建物保全研修会 事務局会議室

地域交流会 マンション集会室 地域交流会 マンション集会室

５月１０日 役員会 事務局会議室 １１月 １ 日 役員会 事務局会議室

１０日 組合管理運営相談会 事務局会議室 １日 組合管理運営相談会 事務局会議室

１０日 建物修繕相談会 事務局会議室 １日 建物修繕相談会 事務局会議室

２４日 管理組合実践セミナー さいたま市文化センター １５日 管理組合実践セミナー さいたま市文化センター

２４日 法律相談会 さいたま市文化センター １５日 法律相談会 さいたま市文化センター

６月 ７日 役員会 事務局会議室 １２月 ６ 日 役員会 事務局会議室

７日 組合管理運営相談会 事務局会議室 ６日 組合管理運営相談会 事務局会議室

７日 建物修繕相談会 事務局会議室 ６日 建物修繕相談会 事務局会議室

２１日 建物保全研修会 事務局会議室 ２８日 仕事納め

地域交流会 マンション集会室

ホームページからの情報発信 � http://www.saikan-net.com/
事務局への連絡にもご協力ください　

マンション Life バックナンバー ユーザー名　saikan-user パスワード　1028


